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１ ． は じ め に

地 域 に お け る 政 治 経 済 の 中 心 で あ

る 都 市 に は 多 く の 機 能 が 集 積 し ， ま

た 都 市 は 住 宅 の 密 集 地 域 と な っ て い

る 。 そ し て ， そ の 経 済 効 率 的 側 面 か

ら 集 約 的 な 土 地 利 用 が 進 め ら れ る 傾

向 に あ る 。

さ て ， 市 街 地 を 流 れ る 小 河 川 や 点

在 す る 井 戸 は ， ど ち ら か と い う と 非

経 済 的 な 土 地 利 用 と み な さ れ ， 経 済

の 高 度 成 長 期 以 降 様 々 な 改 変 が お こ

な わ れ て き た １ ）。 し か し な が ら 近 年 ，

環 境 保 全 な ど の 観 点 か ら そ の 景 観 的

役 割 が 見 直 さ れ ， 整 備 し 活 用 さ れ る

動 き が み ら れ る 。

松 本 市 で は ， 市 街 地 に み ら れ る 湧

水 が 『 平 成 の 名 水 百 選 』 に 選 定 さ れ

た こ と を 契 機 に ， そ れ ら の 景 観 を 復

元 整 備 す る こ と で ， 水 環 境 を ま ち づ

く り の た め に 生 か す こ と を 試 み た 。

こ こ で は ， そ の 経 緯 と ， 整 備 に よ る

活 用 効 果 に つ い て 近 接 し て み た い 。

２ ． 名 水 百 選 と 松 本 市 街 地 の 湧 水

2008 年 ， 環 境 省 に よ り 『 平 成 の 名

水 百 選 』 が 選 定 さ れ た 。 湧 水 群 と し

て 13 カ 所 が 選 定 さ れ た ２ ） が ， 市 街 地

と し て 選 定 さ れ た の は 松 本 市 の 「 ま

つ も と 城 下 町 湧 水 群 」と 熊 本 市 の「 水

前 寺 江 津 湖 湧 水 群 」 の 2 カ 所 の み で

あ る 。 熊 本 市 の 湧 水 群 は ， 市 街 地 と

い っ て も 中 心 部 か ら 南 西 に 3 ㎞ ほ ど

離 れ た 場 所 に 位 置 し て い る か ら ， 1985
年 に 選 定 さ れ た 『 名 水 百 選 』 を 含 め

て も ， 市 街 地 中 心 部 が 選 定 さ れ た の

は 松 本 だ け と い っ て も よ い （ 図 １ ）。

つ ま り ， 松 本 市 は ， 全 国 的 に も 珍 し

い 「 市 街 地 中 心 部 が 湧 水 の 郷 」 と さ

れ た の で あ る 。

こ の 選 定 を 契 機 と し て 松 本 市 で は ，

市 街 地 中 心 部 の 井 戸 や 湧 水 を 貴 重 な

図 １ 松 本 市 街 地
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図 ２ 上 水 道 給 水 区 域 の 変 遷

範 囲 は 平 成 の 大 合 併 前 。 水 道 局 （ 1993） に 加 筆

自 然 資 源 の 一 つ と 位 置 づ け ３ ）， そ れ

ら の 景 観 を 復 元 す る こ と で ， ま ち づ

く り の た め に 水 環 境 の 活 用 を は か ろ

う と 試 み た の で あ る 。 と は い え ， 湧

水 の 活 用 は 今 に は じ ま っ た も の で は

な か っ た 。 豊 富 な 湧 水 を ， 上 水 道 の

水 源 と し て 利 用 し て い た か ら で あ る 。

３ ． 上 水 道 の 水 源 と 湧 水 の 活 用

も と も と 湧 水 に 恵 ま れ て い た 松 本

市 街 地 で は ， 飲 料 水 と し て 主 に 井 戸

水 が 利 用 さ れ て い た 。 と こ ろ が ， 長

野 市 が 戸 隠 を 水 源 と す る 水 道 を 設 置

（ 1915 年 ） し ， 上 田 市 ， 上 諏 訪 町 （ 現

諏 訪 市 ）， 稲 荷 山 町 （ 現 千 曲 市 ） に

も 導 入 の 動 き が み ら れ た 。 こ の よ う

な 情 勢 を ふ ま え て 松 本 市 で も ， 1917
年 か ら 水 道 導 入 の 検 討 を 進 め た の で

あ る 。 そ し て 1923 年 に ， 湧 水 の 島 内

水 源 を 水 源 と し て ， 一 部 地 区 で の 給

水 が 開 始 さ れ た 。 こ れ が ， 松 本 市 に

お け る 水 道 の は じ ま り と い え る ４ ）（ 図

２ ）。 計 画 給 水 人 口 は 6 万 人 と さ れ た

が ， 竣 工 時 （ 1924 年 ） の 給 水 人 口 は

8,760 人 と ， そ れ を は る か に 下 回 る も

の で あ っ た 。 井 戸 水 を 飲 料 水 と し て

利 用 す る 家 が 多 か っ た か ら で あ る 。

戦 後 ， 衛 生 上 の 問 題 か ら 普 及 率 が

向 上 し ， 松 本 地 区 で の 給 水 量 が 十 分

で は な く な っ て し ま っ た 。 そ こ で ，

図 ３ 上 水 道 水 源 の 取 水 量 と 受 水 量

松 本 市 水 道 局 （ 1993） に 加 筆

1948 年 に 市 街 地 中 心 部 の 源 地 に 深 井

戸 を 掘 り 給 水 を 開 始 し た の で あ る ５ ）。

経 済 の 高 度 成 長 期 ， 松 本 市 街 地 の

人 口 が 増 加 す る と と も に 下 水 道 の 普

及 が は か ら れ た 。 こ の 結 果 ， 水 需 要

が 急 速 に 増 大 し ， 1967 年 か ら 翌 年 に

か け て ， 夜 間 の べ 33 日 間 の 給 水 制 限

と い う 事 態 が 生 じ て し ま っ た 。 こ れ

に 対 し ， 松 本 市 は 島 内 第 2 水 源 を 新

設 す る な ど の 上 水 道 拡 張 事 業 を 実 施

し た が ， 1973 年 度 に な っ て 再 度 ， 日

最 大 供 給 量 が 計 画 水 量 を 上 回 る 事 態

が 生 じ た の で あ る （ 図 ３ ）。

こ の よ う な 状 況 に 対 応 す る た め に

松 本 市 で は ， 奈 良 井 ダ ム か ら の 松 塩

水 道 用 水 を 受 水 す る こ と に し た 。 安

定 し た 水 の 確 保 を 目 的 と す る 地 下 水

依 存 か ら の 転 換 で あ る 。 1982 年 か ら

受 水 を 開 始 し ， 1992 年 か ら は 計 画 受

水 量 す べ て を 市 内 に 給 水 し て い る 。

松 本 市 上 下 水 道 局 に よ る と ， 2008
年 度 に お い て の 年 間 取 水 量 29,585,186
立 方 メ ー ト ル の う ち 79.6 ％ が 松 塩 水

表 １ 上 水 道 に お け る 取 水 の 構 成

松 本 市 水 道 局 の 資 料 よ り
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道 用 水 に よ る も の で あ る 。 特 に ， 旧

松 本 市 に あ た る 松 本 地 区 で は ， ９ 系

統 の 配 水 区 す べ て が 松 塩 水 道 水 源 か

ら の 受 水 で あ る 。 な お ， 一 部 地 区 ６ ）

で は ， 現 在 も 井 戸 か ら の 取 水 と 混 合

さ れ て 配 水 さ れ て い る が ， そ れ ら の

割 合 は 多 い も の で は な い （ 表 １ ）。

こ の よ う に ， 松 塩 水 道 用 水 の 受 水

で 水 道 水 源 の 安 定 化 に 成 功 し た と は

い う も の の ， そ の 一 方 で ， 市 街 地 を

特 徴 付 け て い る 湧 水 の 利 用 価 値 は 薄

れ て い っ た の で あ る 。

４ ． 湧 水 環 境 の 危 機

松 本 市 街 地 は 豊 富 な 湧 水 資 源 に 恵

ま れ ， 地 下 水 位 が か な り 高 い 部 分 も

あ る 。 松 本 美 術 館 に 隣 接 す る 東 京 電

力 ビ ル で は ， 地 下 水 位 が 高 い た め に

地 下 室 を 造 る こ と が で き ず ， 現 在 で

も 設 け ら れ て い な い (写 真 １ )。

さ て ， 高 度 成 長 期 に お い て は 松 本

市 で も 都 市 化 が 進 み ， 大 規 模 な ビ ル

が 建 設 さ れ て 大 量 の 地 下 水 が 汲 み 上

げ ら れ た 。 こ の 結 果 ， 地 下 水 位 が 低

下 す る な ど ， 従 来 み ら れ た 湧 水 環 境

に 大 き な 影 響 が 生 じ ， 渇 水 の 危 機 が

生 じ た の で あ る 。 そ の 象 徴 が ， 源 智

の 井 戸 で あ る 。

1980 年 代 末 ， 江 戸 時 代 か ら 庶 民 の

水 源 と し て 利 用 さ れ て き た 源 智 の 井

戸 の 自 然 湧 水 が 止 ま っ て し ま っ た 。

そ こ で 松 本 市 は 1989 年 ， 60 ｍ の 深 井

戸 を 掘 り ， そ の 復 元 工 事 を 実 施 し た

の で あ る 。 こ れ に よ り 自 然 湧 水 が 復

活 し ， 現 在 も 毎 分 200 リ ッ ト ル と い

う 豊 富 な 湧 水 が 得 ら れ て い る （ 写 真

２ ）。 こ の 事 業 は ， 周 囲 の 景 観 整 備

（ 修 景 ） も 併 せ た 修 復 工 事 で あ っ た

が ，そ の 過 程 で ，地 域 住 民 に よ る「 源

智 の 井 戸 を 守 る 会 」が 発 足 し て い る 。

修 復 工 事 が ， 住 民 の 共 同 体 意 識 を 高

め る 効 果 を 生 ん だ の で あ る 。 現 在 も

周 辺 地 域 整 備 の た め ， 会 の 自 主 的 活

動 が 続 け ら れ て い る 。

写 真 １ 源 地 水 源 と 東 京 電 力 ビ ル

著 者 撮 影

写 真 ２ 源 智 の 井 戸 著 者 撮 影

図 ４ 市 街 地 中 心 部 に み ら れ る 井 戸

「 水 め ぐ り の 井 戸 整 備 構 想 報 告 書 （ 2006）」 を も

と に 作 成
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５ ． 湧 水 環 境 の 現 状

さ て ， 松 本 市 街 地 中 心 部 の ， 松 本

駅 か ら あ が た の 森 ， 松 本 城 址 そ し て

北 松 本 駅 を 含 む 地 域 に は 608 カ 所 の

井 戸 が 掘 ら れ て い る ７ ）。 そ の 配 置 の

特 徴 は ，松 本 城 址 ・ 市 役 所 ，美 術 館 ，

芸 術 館 ，相 沢 病 院 を 帯 状 に 結 ぶ 地 域 ，

町 丁 名 で は 丸 の 内 ， 城 東 １ 丁 目 ， 中

央 ３ 丁 目 ， 深 志 ３ 丁 目 そ し て 本 庄 ２

丁 目 に 多 く み ら れ ， そ の 東 西 で は 少

な い こ と で あ る （ 図 ４ ）。 特 に 北 松

本 駅 周 辺 （ 6 ヶ 所 ） や 松 本 駅 西 部 （ 2
ヶ 所 ） で は 大 変 に 少 な い 。 こ の 帯 状

の 地 域 内 に 位 置 す る 松 本 市 役 所 （ 592
ｍ ） か ら 松 本 芸 術 館 南 （ 592.7 ｍ ） に

か け て の 標 高 は 約 590 ｍ で あ る 。 松

本 市 街 地 中 心 部 で は ， こ の 等 高 線 に

沿 う 地 域 が 湧 水 帯 と な っ て い る の で

あ り ， こ こ に 多 く の 井 戸 が 掘 ら れ て

い る の で あ る 。

そ れ ら の 井 戸 の う ち 通 年 自 噴 し て

い る も の は ， 城 西 2 丁 目 が ２ ， 大 手

４ 丁 目 が ２ ， 丸 の 内 が １ ， 大 手 ２ 丁

目 が ２ ， 大 手 ３ 丁 目 が １ ， 中 央 ４ 丁

目 が 11， 中 央 ３ 丁 目 が 28， 深 志 ３ 丁

目 が 13 の 計 60 で あ り ， 多 く の 井 戸 が

掘 ら れ て い る ゾ ー ン と ほ ぼ 一 致 す る 。

こ の 自 噴 井 の あ る 湧 水 帯 は ， 女 鳥 羽

川 や 薄 川 が つ く る 扇 状 地 の 扇 端 部 に

相 当 す る 地 域 で あ る 。 松 本 城 址 は そ

の 北 端 部 に 位 置 し て い る か ら ， 松 本

の ま ち は ， 古 く か ら こ の 湧 水 環 境 を

活 用 し て の 縄 張 り ， 都 市 計 画 が 立 て

ら れ て い た こ と に な る 。

６ ． 湧 水 環 境 の 復 元 と そ の 効 果

さ て ， 源 智 の 井 戸 復 元 工 事 の 成 功

で ， 改 め て 湧 水 景 観 の 価 値 を 認 識 し

た 松 本 市 で は ， 水 環 境 を ま ち づ く り

に 生 か そ う と 考 え 「 水 め ぐ り の 井 戸

整 備 構 想 」 を 立 て た 。 そ し て ， 井 戸

の 掘 削 お よ び 整 備 を お こ な い ， 湧 水

景 観 の 復 元 事 業 を は じ め た の で あ る 。

2006 年 度 か ら は じ め ら れ た こ の 事

業 で は ， 10 カ 所 の 井 戸 が 整 備 さ れ た

表 ２ 井 戸 の 景 観 整 備 と そ の 特 質

聞 き 取 り に よ る

写 真 ３ 市 役 所 前 井 戸

著 者 撮 影

写 真 ４ 大 名 町 大 手 門 井 戸

著 者 撮 影
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の を 手 は じ め に ， 計 13 カ 所 の 公 共 の

井 戸 が 整 備 さ れ た （ 表 ２ ）。 し か も ，

単 に 湧 水 景 観 が 整 備 ・ 復 元 さ れ た だ

け で は 終 わ ら な か っ た の で あ る 。 災

害 時 に お い て も 取 水 可 能 な 手 動 ポ ン

プ に よ る 持 続 性 の あ る 非 常 水 源 が 確

保 さ れ る と い う ， 副 次 的 効 果 も 生 み

出 さ れ た か ら で あ る 。

と こ ろ で ， 松 本 市 街 地 に お け る 従

来 か ら の 観 光 ポ イ ン ト は ， 松 本 城 址

を 中 心 と し た も の で あ っ た 。 観 光 ル

ー ト も ， 松 本 駅 ま た は 大 名 町 の 駐 車

場 と 松 本 城 址 を 結 ぶ 直 線 的 な も の が

中 心 で あ っ た 。 そ こ に ， 源 智 の 井 戸

か ら 松 本 城 址 地 区 を 囲 む 形 で ， 市 街

地 に 散 在 し て い る 井 戸 が 整 備 さ れ た

の で あ る 。 そ の 結 果 ， こ の 地 域 的 特

徴 を 生 か し て ， 松 本 城 址 と 源 智 の 井

戸 を 結 ぶ 井 戸 め ぐ り と い う 面 的 な 観

光 コ ー ス ・ 散 策 コ ー ス を 開 発 す る こ

と が で き た 。 そ し て ， 市 民 の み な ら

ず 観 光 客 の 回 遊 性 を 高 め ， 観 光 的 滞

在 時 間 を の ば す こ と が 可 能 に な っ た

の で あ る 。

つ ま り 松 本 市 で は ， 湧 水 と い う 地

域 を 特 徴 づ け て い た 水 環 境 の 景 観 整

備 に よ り ， 市 民 の 居 住 環 境 を 高 め た

だ け で は な く ， 源 智 の 井 戸 整 備 事 業

に み ら れ た よ う に ， 住 民 の 共 同 体 意

識 を 醸 成 す る 効 果 も 得 ら れ た 。 さ ら

に ま た ， 整 備 さ れ た 井 戸 を め ぐ る 面

的 な 観 光 ル ー ト が 開 発 さ れ ， そ れ に

よ っ て 観 光 客 の 滞 在 時 間 を の ば す と

い う ， 新 た な 経 済 効 果 も 生 み 出 す こ

と が で き た の で あ る 。

７ ． お わ り に

持 続 可 能 社 会 に お い て は ， 地 域 環

境 へ の 配 慮 が 欠 か せ な い 。 松 本 市 で

は ， 経 済 的 価 値 が 少 な い と 考 え ら れ

て い た 市 街 地 に み ら れ る 湧 水 環 境 に

着 目 し ，そ の 景 観 復 元 を お こ な っ た 。

そ の 結 果 ， 源 智 の 井 戸 整 備 の 際 に 地

域 住 民 の 共 同 体 意 識 を 高 め る こ と が

で き た り ， 水 め ぐ り の 井 戸 整 備 に よ

っ て 新 た な 観 光 ル ー ト が 開 発 さ れ る

な ど ， 副 次 的 な 効 果 も 生 み 出 す こ と

が で き た の で あ る 。

こ こ に み ら れ る よ う に ， 持 続 可 能

と い う 観 点 か ら の 景 観 復 元 は ， 当 初

想 定 さ れ た 以 上 の 効 果 が 得 ら れ る 場

合 も あ り ， ま ち の 活 性 化 の た め の 有

用 な 手 法 と も な り 得 る と い え る の で

あ る 。

本 稿 は ， 公 表 し た 拙 稿 （ 石 澤 ， 2011b） の

一 部 に 記 載 で き な か っ た 内 容 を 加 え ， 大 幅

に 修 正 し ，新 た に 構 成 し 直 し た も の で あ る 。

作 成 に 際 し ， 資 料 等 で 配 慮 い た だ い た 松 本

市 建 設 部 ・ 上 下 水 道 局 の 関 係 諸 氏 に ， 厚 く

感 謝 の 意 を 表 し た い 。

注

１ ） 石 澤 （ 2002， 2011 な ど ） が ， 長 野 市 街

地 に み ら れ た 現 象 に つ い て 述 べ て い る 。

２ ） 群 馬 県 片 品 村 ： 尾 瀬 の 郷 片 品 湧 水 群 ，

東 京 都 東 久 留 米 市 ： 落 合 川 と 南 沢 湧 水 群 ，

山 梨 県 都 留 市 ： 十 日 市 場 ・ 夏 狩 湧 水 群 ， 長

野 県 松 本 市 ： ま つ も と 城 下 町 湧 水 群 ， 石 川

県 白 山 市 ： 白 山 美 川 伏 流 水 群 ， 愛 知 県 岡 崎

市 ： 烏 川 ホ タ ル の 郷 湧 水 群 ， 奈 良 県 曽 爾 村

： 曽 爾 高 原 湧 水 群 ， 島 根 県 出 雲 市 ： 浜 山 湧

水 群 ， 熊 本 市 ： 水 前 寺 江 津 湖 湧 水 群 ， 熊 本

県 玉 名 市 ： 金 峰 山 湧 水 群 ， 熊 本 県 南 阿 蘇 村

： 南 阿 蘇 村 湧 水 群 ， 熊 本 県 嘉 島 村 ： 六 嘉 湧

水 群 ・ 浮 島 ， 沖 縄 県 中 城 村 ： 萩 道 大 城 湧 水

群 で あ る 。

３ ） 松 本 市 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン （ 2010 年 ）

に よ る 。

４ ） 松 本 の 周 辺 地 域 で は ， 1925 年 か ら 1931

年 に か け て 旧 今 井 村 ， 旧 本 郷 村 が 簡 易 水 道

を ， 旧 芳 川 村 村 井 地 区 が 芳 川 水 道 を 設 置 し

た 。

５ ） 昭 和 の 大 合 併 で 松 本 市 は ８ ヶ 村 の 水 道

を 引 き 継 い だ た め ， 1954 年 の 計 画 給 水 人 口

は 96,360 人 と な っ た 。

６ ） 市 街 地 中 心 部 の 第 ４ 配 水 区 （ 源 地 水

源 ）， 市 街 地 西 部 の 第 5 配 水 区 （ 島 内 第 1
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水 源 地 ） そ し て 市 街 地 南 西 部 の 第 6 配 水 区

（ 芳 野 町 水 源 地 ， 大 久 保 第 1 水 源 地 ， 大 久

保 第 ２ 水 源 地 ） に お い て は ， 災 害 な ど の 不

測 に 事 態 に よ る 導 水 管 の 破 損 な ど に 備 え て

現 在 も ， 淺 井 戸 ・ 深 井 戸 か ら の 取 水 （ 2008

年 度 で は 年 間 取 水 量 の 13.5 ％ ） が 行 わ れ て

い る 。

７ ） 水 め ぐ り の 井 戸 整 備 構 想 報 告 書 （ 2006

年 ） に よ る 。
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